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　コスト、実現性
等から現計画案
（設楽ダム案）が
優位であるため

中間とりまとめ※１で示した
「共通的な考え方」に沿って
検討されたものであると理解
できる

継続

※１　「今後の治水対策のあり方について　中間とりまとめ」（平成22年9月　今後の治水対策のあり方
　　　に関する有識者会議）
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検討主体の報告 「今後の治水対策の
あり方に関する有識者会議」
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